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　破局的カルデラ形成噴火を生じる膨大な珪長質マグマの起源を理解するために，3万年前に生じた姶良火砕

噴火で噴出した入戸火砕流中に含まれる本質岩片の地球化学的・岩石学的特徴を考察した．流紋岩質の白色軽

石及び暗色軽石に含まれる斜長石斑晶のコア組成は~An85と~An40にピークを持つバイモーダルな分布を示すこ

とに対して，安山岩質スコリアの斜長石斑晶は~An80にピークを持つユニモーダルな分布を示す．高

An（An#=70-90）と低An（An#=30-50）斜長石コアのストロンチウム同位体比は，それぞれ87Sr/86

Sr=0.7068±0.0008，0.7059±0.0002である．これらの測定結果は，姶良火砕噴火で噴出した膨大な量の流

紋岩質マグマは，高An斜長石の起源である安山岩質マグマと低An斜長石の起源である珪長質マグマの混合に

よって生じたことを示唆する．苦鉄質マグマからわずかに分化してできた考えられる安山岩質マグマから晶出

した斜長石のSr同位体比は，中新世の花崗岩や四万十累層の堆積岩など，高いSr同位体比をもつ上部地殻の岩

石を同化したトレンドを持つ．このことは，安山岩質マグマと珪長質マグマの混合が上部地殻浅部で生じたこ

とを示唆する．また，流紋岩質マグマは基盤岩より斜長石中のSr同位体比が低く，基盤岩との同化をほぼ生じ

ていない安山岩質マグマ（英文にあわせてみました）と似たような組成を持つ．このことは，珪長質マグマと

苦鉄質マグマは，姶良カルデラ深部の下部地殻のような同一の起源物質から生じているとして説明できる．
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